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ユーザーと伸良くなつてはいけない

プロジェク トを円滑に進める上

で、プロジェクトの関係者同士が協

力し合うことは大切だ。腹を書いって

話 し合えるほど仲良 くなってぃれ

ば、仕様検討などもスムーズにいく

だろう。

しか し、PMは 誰 とでも仲良 く

なってよいゎけではない。ボール ド

グロウスの上国智一氏 (代表取締役

社長)は 、RTエ ンジエア側のPMが 、

ユーザー部門のメンバーと仲良 く

なってはぃけない」と話す。

これは図6のように、ユーザー部

門と、lTエンジエアから成る開発部

門 (開発ベンダーを含む)そ れぞれ

でPM、 リーダー、メンバーを構成 し、

プロジェクトを進めるケースでの話

である。

開発部門のPMが ユーザー部門の

メンバーと仲良くなると、ユーザー

部門のメンバーは開発部門のPMに

直接、仕様変更などの要望を伝える

ようになる。「ユーザー部門のメン

バーは、気心が知れた開発部門の

リスク

直接返事をすると
割り込み要望が増える

PMに 直接要望を出すほうが、ユー

ザー部門のPMを 経由 して出すより

も早いし、すぐに対処 してもらえる

と思ってしまう」(上国氏)か らだ。

その要望に開発部門のPMが 直接

対応 してしまうと、ユーザー部門の

メンバーからの要望は、ますます増

えるという。

PMと メンバーとぃうイ受害Jを超え

た付き合いをして、仲良 しになるの

は避けよう。上国民はそのために、

開発部門のPMと してプロジェク ト

に携わるときには、ユーザー部門の

メンバーとの飲み会に参加すること

を控えるようにしている。
一方で、開発部門とユーザー部門

のメンバー同士が参加する飲み会を

開くことは勧めている。「リーダー

同士、メンバー同士が仲良くなるこ

とは、プロジェクトを進めていく上

でプラスになる」(上国氏)と 考えて

いるからだ。

開発音[門のPMが もしユーザー部

門のメンバーから直接要望を受けた

拠

要望を受けたら正規ルー ト

で報告 ・相談 ・指示

場合は、ユーザー部門のメンバーに

直接回答 しないようにする。ユー

ザー部門のPMに 要望の内容を伝え

て相談 し、その結果を踏まえた指示

を、開発部門のリーダー経由で、メ

ンバーに伝える。つまり、情報伝達

のやり方に正規のルー トを使うわけ

だ。「ユーザー部門のPMや 開発部門

のメンバーが、ユーザーから要望が

上がってぃることを知らない、とい

うことを防ぐ」(上国民)た めだ。

以上のことは、プロジェクト内の

コミュニケーション手段に、メール

を使っている場合にも当てはまる。

「メンバーとPMが 直接メールをや

り取りすると、プロジェクト内で情

報が錯綜 して収拾がつかなくなって

しまう。誰にメールを送ってよいの

かを役害Jごとに決めて、徹底するこ

とが必要だ」と、丸紅情章Rシステム

ズの岡安 太氏 (エンタープライズツ

リューション事業本部 パッケージシ

ステム事業部 HSシ ステムグループ

者[長)は 説明する。

こうして!
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